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  おめでとうございます   
 

   新居浜市民体育祭ふれあいスポーツ 

 １０月２日に開催されました新居浜市民体育祭ふれ

あいスポーツの部においてスマイルボウリング（川東

地区）で神郷校区から出場されましたチームの皆さん

がすばらしい成績を残されました。 

おめでとうございます。 

 スマイルボウリング（川東地区） 

  １位 神郷白井 ２位 神郷江の口 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

  

 
 
 

１１月（霜月）の行事予定  

 

４日（金）19:00～ 運審会・文化祭小委員会 神郷公民館 

５日（土）     三世代ウォーキング     〃 

６日（日）8:00～  手みやげ事業        〃 

７日（月）10:00～  子育てサロン        〃 

          19:00～  老人クラブ会長会      〃 

          健全育成部会        〃 

19:30～  少年補導定例会            〃 

 ８日（火）19:30～ 安協支部会             〃 

１１日（金）19:00～ 文化祭全体会        〃 

１２日（土）19:30～ 子供育成会定例会      〃 

１４日（月）19:00～ 民協定例会         〃 

１６日（水）9:00～  食改料理教室        〃 

１９日（土 8:00～  校区文化祭準備  神郷公民館･神郷小学校 

２０日（日） 9:00～  校区文化祭   神郷公民館･神郷小学校 

２１日（月）     集団検診       神郷公民館 

           いきいきセミナー 陶芸 西条青葉窯 

２５日（金）10:00～ 高齢者講座閉講式    神郷公民館 

      13:30～ 読み聞かせ反省会      〃 

２６日（土）     芸能発表会       神郷小学校 

２８日（月）19:30～ 連合自治会長会     神郷公民館  
 

 戦国時代の天文20年（１５５１）に、新居郡内において

地頭の間で内乱が発生し、これを鎮圧した事件について、

備中守護代の石川備中守が金子城主に宛てた功績の礼状の

中に、宇高の高橋氏と共に行松氏の名前が出てきます。も

とより高橋氏は、松神子村など６か村を領する宇高城主で

ありますが、行松氏は、その高橋に仕える小領主であると

考えられます。行松氏の領地は、田の上にありました。ま

た、ルーツを辿れば室町時代に伯耆
ほうきの

国
くに

（鳥取の一部）の豪

族として、一城を有し勢力を誇った行松氏一族がおりま

す。このことからも田の上の行松氏は、この一族とどこか

で繋がるのではないでしょうか。 

 1338年に足利尊氏が室町幕府を開いてから、100年を

過ぎた頃、次第に幕府の権威は衰え統制力を失っていきま

した。こうした情勢のなかで、八代将軍義政の時代、時の

大飢饉で民の生活が困窮し、幕府の財政も窮迫するなか

で、将軍の跡目争いがあり、管領家でも家督争いがおこり

ます。これらの争いに幕府の実力者の二派の対立が結びつ

き、両派は1467年京都の東西に陣をしいて戦いを始めま

す。この戦乱は、地方にも拡大して全国的な戦乱となり、

11年の長期にわたり戦いが繰り広げられました。いわゆる

「応仁の乱」であります。地方では、下剋上の風潮が社会

の各層および、社会勢力の交代がみられました。 

 この地方は、伊予の守護大名の河野氏に対し、讃岐国を

本拠にして四国全域支配をめざす備中の守護大名細川氏が

河野氏と重なる戦火を交えましたが、時の将軍の斡旋によ

って和睦し、これ以降細川氏が伊予の中で新居郡・宇摩郡

を領するようになりました。細川氏が新居郡・宇摩郡を支

配地としていた永正12年（１５１５）の頃、支配体制は派

遣されていた代官石川氏を頂点にしていましたが、実質的

には上図のように金子城主・岡崎城主藤田氏ら4人の新居郡

の豪族と西条庄の3人の豪族の合議体制で地方が維持されて

いました。戦国時代が続き、室町幕府の衰退と共に、細川

氏の勢力が弱体化し、代官石川氏も支配が困難となるなか

で、この地域は金子氏が旗頭となって二郡を掌握すること

になりました。戦国時代が続く中でやがて土佐の長宗我部

氏が四国を統一しますがこの地域を支配していた金子氏は

長宗我部氏と同盟を結び地域の安定をはかっていました。 

 さらに時代が移り、全国統一をはからんとする豊臣秀吉

の命をうけた毛利軍が四国へ攻め入ります。この地方へは

小早川隆景が三万の軍勢をもって攻めてきて、これを迎え

打つため金子氏を旗頭にこの地方連合の三千の軍勢が戦

う、この地方にとっては最初にして最後の大きな戦いがあ

りました。いわゆる「天正の陣（１５８５）」でありま

す。 

 

 
    優良グループリーダー表彰 

 １０月１９日愛媛県公民館研究大会において藤井和

晴さん（郷）に優良グループリーダーとして県公民館

連合会長より感謝状が贈られました。藤井さんは３０

年以上にわたって地域のスポーツ発展に努め、特に平

成２０年からは体振会長として校区運動会等の運営に

尽力されています。 

 これからも地域の「思い」を大切にするリーダーと

してご活躍を期待しております。 

 第6回 いきいきセミナー 

「陶芸教室」 参加者募集 
             来年の干支作りに挑戦 

・日時 11月21日（月）9:00～13:00 

・講師 青葉 太一先生（西条青葉窯） 

・参加費 1000円 ※乗り合わせで西条まで行きます 

・申込み 神郷公民館 ℡ 46-1181 

お正月飾りに来年の干支とりの親子を作りませんか。 
 

 

      」 

神郷小学校１年生 むかしのあそび １０月１３日 

神郷老人クラブ・ 

神郷史情・神郷 

お手玉クラブの皆 

さんありがとうご 

ざいました。 

 

 

行松氏屋敷・領地位置図 伊予新居郡の支配形態図 

 

 

 


